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N700系改造 →

機能

N７００系
Ｎ７００Ａ

改造前 改造後機能

中央締結ブレ キディスク ○ ○
安全性

中央締結ブレーキディスク － ○ ○

地震ブレーキ － ○ ○

定速走行装置 ○ ○
安定性

定速走行装置 － ○ ○

台車振動検知システム － － ○

快適性 車体傾斜区間増 (乗り心地向上) ○ ○快適性 車体傾斜区間増 (乗り心地向上) － ○ ○

省エネ
消費電力量削減（対７００系△１９％） ○ ○ ○

トイレ 洗面所の調光機能 ○トイレ、洗面所の調光機能 － － ○

室内設備

腰掛 － －
ﾓｹｯﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ

変更

急 報装 デ 部室内設備 緊急通報装置（デッキ部） － － ○

ドア開閉表示灯（デッキ部） － － ○
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